
一人ひとりの市民が主役

広

報

2015

1月
№816

（平成27年１月16日発行）

大川小学校

第16回南九州市かわなべ青の俳句大会
全児童27人中、特選10人・入選４人

２年連続『学校賞』受賞

「ＳＡＭＵＲＡＩ ＳＥＶＥＮ」
第２回全国中学校リズムダンス
ふれあいコンクール全国大会

決勝進出『優秀賞』受賞

大川中学校３年生
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期
満
了
に
伴
う
阿
久
根
市
長
選

挙
が
12

月
14

日
に
告
示
さ
れ
、

12

月
21

日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
、
現
職
の
西
平
良
将
氏

が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
開
票

結
果
に
つ
い
て
は
、次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

任 第
19
代
阿
久
根
市
長
に

西
平
良
将
氏
が
再
選

当選後の12月22日、初登庁

される西平良将市長

候補者氏名 　　得 票 数

西 平　良 将　　７,５２３票

竹 原　信 一　　４,５１０票

当日の有権者数 １８,７６６人
投 票 者 数 １２,１２２人
投 票 率 ６４.６０％
有 効 投 票 数 １２,０３３票
無 効 投 票 数 ８９票

当選

ＰＨＯＴＯ／西平良将市長と折多小学校６年生

市
長
就
任
に
あ
た
っ
て

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
成
27
年
の
希
望
に
満
ち
た
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
で
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
信
任
を
い
た
だ

き
、
再
び
市
政
の
舵
取
り
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
期
４
年
を
務
め
、
ま
だ
ま
だ
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
私
の

市
政
に
対
す
る
情
熱
は
、
４
年
前
に
就

任
し
た
時
と
い
さ
さ
か
も
変
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
熱
い
思
い
に
お
応
え
で
き

る
よ
う
、
誠
心
誠
意
全
力
で
邁ま

い

進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

今
回
の
選
挙
期
間
中
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ま
の
お
声
を
直
接
お
聴
き
す
る

中
、
市
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
に
お
い

て
、
人
や
地
域
間
の
調
和
が
図
ら
れ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
一
方
、
い
か

に
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
活
性
化
の
糸
口
を
見
出
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
も
、
私
が
掲
げ
て
お
り

ま
す
『
つ
な
が
り
、
育
み
、
そ
の
先
へ
』

の
理
念
の
も
と
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
お

知
恵
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
共
生
・
協

働
に
よ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
、

将
来
に
渡
っ
て
豊
か
な
郷
土
で
あ
り
続
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け
る
た
め
の
取
組
を
皆
さ
ま
の
先
頭
に

立
っ
て
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
所

存
で
す
。

そ
し
て
、
市
全
体
に
「
に
ぎ
わ
い
」
を

創
出
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
が

い
者
を
含
む
市
民
全
員
が
「
笑
顔
」
に

溢
れ
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
常
に
市
民
感
覚

を
持
ち
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
行
政
運

営
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
活
気
に
満
ち
て
輝
か
し

い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

平
成
27
年
１
月

阿
久
根
市
長
　
　
西

平

良

将

期
満
了
に
伴
う
鹿
児
島
県
議
会

議
員
選
挙
お
よ
び
阿
久
根
市
議

会
議
員
選
挙
が
、
次
の
通
り
行
わ
れ

ま
す
。

■
地
方
選
挙

◇
鹿
児
島
県
議
会
議
員
選
挙

告
示
日
　
平
成
27

年
４
月
３
日
㈮

投
票
日
　
平
成
27

年
４
月
12

日
㈰

◇
阿
久
根
市
議
会
議
員
選
挙

告
示
日
　
平
成
27

年
４
月
19

日
㈰

投
票
日
　
平
成
27

年
４
月
26

日
㈰

■
阿
久
根
市
議
会
議
員
選
挙
立
候
補

予
定
説
明
会

・
日
時
　
平
成
27

年
３
月
12

日
㈭

午
後
１
時
30

分
〜

・
場
所
　
市
役
所
２
階
　
大
会
議
室

な
お
、
説
明
会
に
出
席
さ
れ
る
方

は
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
６
７

（
直
通
）

任 統
一
地
方
選
の

お
知
ら
せ

ニュース

地域交流

おれんじ鉄道を
花いっぱいできれいにしよう

12月13日、折口駅で肥薩おれん
じ鉄道を地元沿線から応援しよう
と同鉄道支援隊が主催し、同駅ホー
ム内や駅入口の花壇に花の苗植え
をする活動が行われました。
地元住民や折多小学校の４～６
年生、三笠中学校の生徒たちなど
約80人が参加しました。

たこ作り名人９人が
折多小６年生21人に指南

12月16日、折多小学校６年生21

人が、地元のたこ作り名人９人か
ら、たこの作り方を教わりました。
参加した児童は「難しかったけれ
ど、名人のおかげで、上手にでき
てうれしかった」と話していまし
た。

3 Akune
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月
13

日
、
に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久

根
駅
で
、
九
州
初
の
取
組
で
あ

る
市
主
催
の
「
地
域
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
講
座
」
の
作
品
発
表

会
が
行
わ
れ
、
受
講
生
18

人
が
、
制
作

の
経
緯
を
交
え
な
が
ら
作
品
を
発
表
し

ま
し
た
。

作
品
は
、
映
画
の
手
法
に
よ
り
、
写

真
と
文
字
と
音
声
を
使
っ
て
約
２
分
間

に
ま
と
め
た
も
の
で
、
地
元
業
者
・
団

体
の
仕
事
や
取
組
へ
の
想
い
な
ど
単
な

る
「
物
」
の
宣
伝
だ
け
で
は
な
く
、
阿

久
根
の
「
者
」
や
「
モ
ノ
（
物
語
）」

を
伝
え
る
映
像
と
な
っ
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
、「
自
分
で
自
分
の
良
さ

は
気
づ
き
に
く
い
」
と
の
考
え
か
ら
、

受
講
生
は
異
業
種
２
人
で
ペ
ア
を
作

り
、
自
分
で
は
な
く
相
手
方
の
映
像
を

制
作
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
、
講
師
で
あ
る
榎
田

竜
路
氏
か
ら
特
別
指
導
を
受
け
て
い
る

鶴
翔
高
校
放
送
部
の
生
徒
も
「
阿
久
根

の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
」
と
題
し
、
阿
久
根

商
工
会
議
所
会
頭
の
下
園
満
氏
や
西
平

良
将
市
長
を
取
材
し
て
制
作
し
た
映
像

作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

今
回
の
作
品
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
は
じ
め
、
受
講
生
の
所
属
先
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
（
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
『
阿
久
根 

序
』
で
検
索
）。

12

月
６
日
、
に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久

根
駅
で
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
開

業
10

周
年
記
念
式
が
開
催
さ
れ
、
地
元

の
観
光
関
係
者
等
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
阿
久
根
中
学
校
Ｏ
Ｂ
に
よ

る
力
強
い
「
エ
ッ
サ
ッ
サ
」
が
披
露
さ

れ
た
ほ
か
、
観
光
列
車
「
お
れ
ん
じ
食

堂
」
の
駅
到
着
に
合
わ
せ
て
、
鹿
児
島

酒
造
㈱
が
10

年
前
に
仕
込
ん
だ
焼
酎

「
酔
十
年
」
の
鏡
割
り
が
行
わ
れ
、
乗

客
や
駅
利
用
者
な
ど
に
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。

12 肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

開
業
10
周
年
記
念
式
開
催

阿久根の魅力を映像で発信
地域メディアプロデューサー
育成講座の作品が完成

みんなのアルバム　ピックアップ

鹿児島酒造㈱「酔十年」の鏡割り
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みんなのアルバム　ピックアップ

月
４
日
、
平
成
27

年
阿
久
根
市
成

人
式
が
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
新
成
人
の
新
た
な
門
出
を
祝
い

ま
し
た
（
対
象
者
289

人
の
う
ち
、
238

人

が
参
加
）。

式
典
が
終
わ
る
と
、
新
成
人
が
懐
か

し
い
友
人
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
記

念
写
真
を
撮
っ
て
談
笑
す
る
な
ど
の
光

景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
の
成
人
式
は
、
次
の
10

人
の
実
行
委
員
が
中
心
と
な
り
、企
画
・

運
営
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▽
森
枝
洋
貴
▽
平
床
　
将
▽
川
畑
勇
輔

▽
尾
崎
奈
々
▽
松
木
優
貴
▽
松
岡
志
帆

▽
峯
　
花
蓮
▽
松
下
優
紀
子

▽
早
水
領
朗
▽
丸
子
英
一
郎

１

民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
時
や
い

ざ
と
い
う
時
の
生
活
を
、
現
役
世

代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で

作
ら
れ
た
制
度
で
す
。
20

歳
か
ら
60

歳

ま
で
の
方
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
収
入
等
が
少
な
く
保
険
料

の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
、「
学
生

納
付
特
例
制
度
」「
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
」
な
ど
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
校
等
に

在
学
し
て
い
る
方
で
、
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

学
生
で
な
い
30

歳
未
満
の
方
で
、
本

人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
以
下

の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
川
内
年
金
事
務
所
（
代
表
）

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
５
２
７
６

・
市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８

（
直
通
）

国 新
成
人
の
皆
さ
ま
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら

『
国
民
年
金
』

▲平成27年阿久根市成人式実行委員の皆さん

新成人を代表して意見発表する早水領朗さん

▲意見発表を行った新成人の丸子英一郎
さんと早水領朗さん（中央２人）による
力強い「エッサッサ」。阿久根中学校校
長の久保等先生（左端）や阿久根市議会
議員の松元薫久さん（右端）も参加し、
会場を盛り上げました

▲オープニングで
は、「ＨＡＹＡＢＵＳ
Ａ」の佐潟武さん（本
市出身、アクネ大使）
によるミニコンサー
トが行われました

平
成
27
年 

成
人
式
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月
26

日
、
働
く
女
性
の
家

で
、
日
本
ジ
ビ
エ
振
興
協

議
会
理
事
長
の
藤
木
徳
彦
氏
を

講
師
に
招
い
た
ジ
ビ
エ
料
理
研

修
・
講
演
会
が
、
（一社）
阿
久
根
市

有
害
鳥
獣
捕
獲
協
会
主
催
で
開

催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
約
80

人

が
参
加
し
ま
し
た
。

月
13

日
、
14

日
、
市
総
合

体
育
館
で
第
43

回
阿
久
根

市
産
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
新
鮮
な
農
林
水

産
物
や
加
工
品
、
商
工
業
品
等

が
並
べ
ら
れ
、
年
末
年
始
の
品

物
な
ど
を
買
い
求
め
る
大
勢
の

買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
14

団
体
が
出
演
し
た

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
健
康
づ

く
り
フ
ェ
ア
も
同
時
開
催
さ

れ
、
産
業
祭
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

11 12

月
７
日
、
第
31

回
あ
く
ね
ボ

ン
タ
ン
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

が
市
総
合
運
動
公
園
発
着
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
㎞
、
５
㎞
、
10

㎞
、
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
の
４
種
目
に
全
国
各
地

か
ら
参
加
し
た
２
，５
９
６
人（
昨

年
よ
り
41

人
増
）の
ラ
ン
ナ
ー
は
、

晴
天
に
恵
ま
れ
た
初
冬
の
ボ
ン
タ

ン
路
を
駆
け
抜
け
、
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
設
会
場
で
は
抽
選
会

や
特
産
品
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
た

り
、
尾
崎
地
区
公
民
館
前
広
場
周

辺
で
は
「
尾
崎
い
き
い
き
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
る
等
、
訪
れ
た
方
々

は
、
阿
久
根
の
魅
力
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

な
お
、大
会
結
果
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

12

■研修で紹介された料理
・アナグマのテリーヌ
・鹿ロース肉のポワレ
・鹿のシチューとサツマ

イモのパルマンティ
エ

・猪肩ロース肉黒糖風味
のソミュール漬けの
ロティ

・猪のリエット

藤木徳彦氏による

ジビエ料理研修・講演会

第43回
阿久根市産業祭

第31回あくね
ボンタンロードレース大会

全
国
各
地
か
ら
２
，５
９
６
人
の
参
加
が
あ
り
、そ

t
の
う
ち
、ハ
ー
フ
は
９
９
８
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た

「
せ
ー
の
」で

ゴ
ー
ル
！

s
尾
崎
い
き
い
き
祭
り

まちの話題
みんなのアルバム
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11

月
３
日
、
東
京
で
開

催
さ
れ
た
日
本
野
菜
ソ
ム
リ

エ
協
会
主
催
の
調
味
料
選
手

権
「
ザ
・
日
本
」
調
味
料
部

門
で
、
㈲
尾
塚
水
産
の
『
う

に
醤
』
が
見
事
、
最
優
秀
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

㈲
尾
塚
水
産
取
締
役
の

尾
塚
ヱ
イ
子
さ
ん
は
「
10

年

か
け
て
や
っ
と
完
成
し
た
商

品
が
、
よ
う
や
く
こ
う
し
て

認
め
ら
れ
、
本
当
に
嬉
し

い
で
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

㈲
尾
塚
水
産
の

『
う
に
醤

ひ
し
お

』
が

調
味
料
選
手
権

２
０
１
４

「
ザ
・
日
本
」

最
優
秀
賞
を
受
賞

ニュース

まちの話題
みんなのアルバム

11月22日、市民会館大ホールで市立図書館主

催の「本に親しむつどい（図書館まつり）」が開

催され、市内小・中学校の多読者賞受賞式やぐ

りぐら会、莫祢ゴールド創世塾修了生などによ

るお話し会のほか、古本（リサイクル）市も開

催され、訪れた来場者は楽しんでいました。

本
に
親
し
む
つ
ど
い

（
図
書
館
ま
つ
り
）

イベント

12月13日に鹿児島市で行われたボク
シング県高校新人大会で、出水工業高
校１年の米丸響さん（前列右から２人
目、本市在住）がライトフライ級で見
事優勝し、29年ぶりの出水工業高校団
体優勝（３階級制覇）に貢献しました。
米丸さんは「３月の全国選抜に出場
できるようにがんばります」と意気込
みを語ってくれました。

県
高
校
新
人
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会

出
水
工
業
１
年
米
丸
響
さ
ん　
　
　

級
優
勝

ニュース

12月９日、県内高等学校の郷土芸

能に関する部活動の発表会である「郷

土芸能専門部発表大会」が、初めて

鶴翔高校で開催され、鶴翔高校太鼓

部を含む11校による素晴らしい演奏

の発表が行われました。

また、演目の最後には、鶴翔高校

有志による本市の郷土芸能「山田楽」

も披露され、来場者からは大きな拍

手が送られていました。

鶴
翔
高
校
で
第
９
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校

文
化
連
盟
「
郷
土
芸
能
専
門
部
発
表
大
会
」

イベント

12月23日、にぎわい交流館阿久根駅
で野田女子高等学校吹奏楽部８人が、
クリスマスを盛り上げようとハンドベ
ルの演奏を行い、訪れた人々は、その
優しい音色に聴き入っていました。演
者で３年生の十田ひかりさんは「全員
揃っての練習が、なかなかできなかっ
たので緊張したけれど、何とか楽しく
演奏できました」と恥ずかしそうに笑
顔で答えてくれました。

野
田
女
子
高
校
吹
奏
楽
部
が

阿
久
根
駅
で
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
演
奏

イベント

楽しい話題などをお知らせください。総務課秘書広報係　☎0996-73-1208（直通）

ラ
イ
ト

フ
ラ
イ
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12

月
10

日
、
障
害
者
団
体
合
同

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
に
ぎ
わ

い
交
流
館
阿
久
根
駅
周
辺
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
市
身
体
障
害
者

福
祉
協
議
会
や
市
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
、
精
神
障
害
者
家
族
会
の
皆

さ
ん
が
、「
阿
久
根
の
た
め
に
社
会

貢
献
を
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、

平
成
16

年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る

活
動
で
す
。

今
年
も
、
約
60

人
が
参
加
さ
れ
、

駅
構
内
は
も
ち
ろ
ん
、
駅
周
辺
は

す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
で
10
年
目
。

障
害
者
団
体
合
同

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地域貢献

月
下
旬
か
ら
12

月

中
旬
に
か
け
て
、

折
口
東
区
で
地
元
の
産

物
な
ど
を
販
売
し
て
い

る
物
産
館
「
い
き
い
き

館
」
と
、
瀬
之
浦
下
区

の
「
松
木
製
糖
工
場
」

で
は
、
大
釜
で
製
糖
す

る
昔
な
が
ら
の
製
法
で

黒
砂
糖
作
り
が
行
わ

れ
、
最
盛
期
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。

11

松木製糖工場 松木製糖工場

物産館「いきいき館」 物産館「いきいき館」

▼サトウキビの甘い香りと湯気が工場内に立ち込めていました

地域おこしに一役

昔ながらの黒砂糖づくりに活気

ニュース

まちの話題　みんなのアルバム

12月26日、遠矢区の小規模多機能

ホーム「コミニティの杜」で西目自然

スポーツ少年団９人が、同施設の利用

者や地域住民ともちつきとそば打ちの

体験を通して、交流を深めました。

11月18日、北薩法人会阿久根支部

が、社会貢献活動の一環として、市

内８か所の保育園、幼稚園にインフ

ルエンザ予防対策の一助にと、消毒

液を寄贈しました。

西
目
自
然
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

も
ち
つ
き
＆
そ
ば
打
ち
体
験

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
消
毒
液

市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
に
寄
贈

地域交流 ニュース
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西
目
校
区
の
海
や
山
に
囲
ま
れ
た
豊

か
な
自
然
の
中
で
、
少
人
数
を
生
か
し

た
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す

る
学
習
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

心
を
豊
か
に
育
て
る
体
験
学
習
（
ひ

な
女
祭
り
、
地
引
網
交
流
、
ボ
ン
タ
ン

狩
り
交
流
な
ど
）
や
日
新
公
「
い
ろ
は

歌
」「
犬
棒
カ
ル
タ
」
の
暗
唱
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き
と
輝
く
特
色

あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

市
街
地
か
ら
約
５
㎞
東
南
方
向
の
山

間
に
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
丁

寧
な
個
別
指
導
が
魅
力
の
尾
崎
小
学
校

で
す
。

ボ
ン
タ
ン
狩
り
や
野
菜
作
り
な
ど
自

然
と
親
し
む
活
動
や
、
環
境
の
異
な
る

近
隣
の
学
校
と
の
交
流
学
習
を
通
し

て
、
大
人
数
で
学
ぶ
体
験
も
推
進
し
て

い
ま
す
。「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
　
感
動
い
っ

ぱ
い
　
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
」
の
実

現
を
め
ざ
し
、
現
在
２
名
の
特
認
校
生

を
含
め
全
児
童
で
楽
し
く
、
仲
良
く
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
小
規
模
化
が
進
ん
で
い
る
５
小
学
校
と
２
中
学
校
を
校
区
外

か
ら
通
学
で
き
る
「
小
規
模
特
認
校
」
に
指
定
し
、
学
校
ご
と
に
特

色
あ
る
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
紹
介
す
る
小
・
中
学
校
で

は
現
在
、
今
年
４
月
か
ら
の
入
学
・
転
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

尾崎小と西目小のボンタン狩り交流

12月５日、尾崎区の若松

義三さんの農園で、尾崎

小の全児童９人と、西目

小３、４年生16人が、平

成７年から続くボンタン

狩り交流を行いました

s昨年、６月
４日に尾崎小
と西目小とで
行った地引網
の交流学習

t昨年、５月６
日に佐潟区で行
われた伝統行事
「ひな女祭り」。
毎年参加してい
ます

地域の方々と一緒に、自然と親しむ
活動を盛んに行っています

阿
久
根
市
西
目
１
２
４
５
番
地

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
４
４
８

目
小
学
校

西

阿
久
根
市
山
下
５
９
１
６
番
地

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
２
１
０
０

崎
小
学
校

尾

◉
一
人
ひ
と
り
の

『
瞳
』
が
輝
く
特
認
校

特
認
校
紹
介

※
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先　
　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

☎
０
９
９
６(

７
３)

１
２
５
８

（
直
通
）

9 Akune

市
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毎
年
、
ア
オ
バ
ズ
ク
が
子
育
て
に

や
っ
て
く
る
自
然
溢
れ
る
環
境
に
、
今

年
も
神
奈
川
県
か
ら
１
人
の
山
村
留
学

生
と
３
人
の
特
認
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

一
人
５
受
賞
や
読
書
量
220

冊
突
破
、

漢
字
検
定
全
員
合
格
。
サ
ツ
マ
イ
モ
や

シ
イ
タ
ケ
栽
培
、
魚
釣
り
、
川
遊
び
、

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
、
あ
く
ま
き
作
り
、
餅

つ
き
大
会
、
マ
テ
貝
採
り
の
遠
足
。

毎
年
恒
例
の
親
子
キ
ャ
ン
プ
は
、

ソ
ー
メ
ン
流
し
や
カ
ブ
ト
虫
捕
り
で
盛

り
上
が
り
ま
す
。『
田
代
だ
か
ら
で
き

る
』
多
く
の
感
動
体
験
を
通
し
て
、
生

き
る
力
を
蓄
え
て
い
ま
す
。

阿
久
根
市
鶴
川
内
７
２
５
７
番
地

☎
０
９
９
６
（
７
９
）
２
０
０
１

代
小
学
校

田

学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
『
進

取
と
汎は

ん

愛あ
い

の
心
』
を
め
ざ
し
、
校
区
の

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
や
小
規
模
校
の
良

さ
を
生
か
し
た
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

の
個
性
と
能
力
を
伸
ば
す
教
育
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
地
域
の
教
育
素
材
を
活
用
し

た
あ
く
ま
き
作
り
や
親
子
に
よ
る
田
植

え
や
稲
刈
り
、
餅
つ
き
会
、
高
齢
者
と

の
ふ
れ
あ
い
活
動
、
で
ん
え
ん
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
様
々
な
ふ
る
さ
と
体
験
活

動
を
通
し
て
、
心
豊
か
な
人
間
性
を

培
っ
て
い
ま
す
。

阿
久
根
市
鶴
川
内
３
３
８
０
番
地

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
４
８
９

川
内
小
学
校

鶴

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
小
鳥
の
さ
え

ず
り
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い

声
が
聞
こ
え
る
学
校
で
す
。

本
校
の
生
徒
が
一
昨
年
発
見
し
た
カ

ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
。
生
徒
の
手
で

大
切
に
飼
育
さ
れ
、
環
境
保
全
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
ま
す
（
昨
年
４
月
、
県

天
然
記
念
物
に
指
定
）。

学
校
で
は
、
少
人
数
の
良
さ
を
生
か

し
た
学
習
や
思
い
出
に
残
る
体
験
活
動

な
ど
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
人
間
的
成
長
を
育

ん
で
い
ま
す
。

阿
久
根
市
鶴
川
内
１
０
３
０
０
番
地

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
２
１
０
１

川
内
中
学
校

鶴

カスミサンショウウオ 鶴川内小学校

田代小学校 鶴川内小学校 田代小学校

12月９日、田代小の学校応援隊の協力
により行った「もちつき大会」

11月16日に開催された「でんえんコンサー
ト」は、15回目を迎えました

毎年、北さつま漁協女性部の皆さんの協力
により行っている魚の料理教室

◉
特
認
校
紹
介　
～
一
人
ひ
と
り
の
『
瞳
』
が
輝
く
特
認
校
～
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「
あ
か
る
く
・
か
し
こ
く
・
た
く
ま

し
い
大
川
っ
子
」
を
め
ざ
し
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
三
者
の
ス
ク
ラ
ム
で
、

子
ど
も
た
ち
を
育
成
し
ま
す
。

学
校
自
慢
は
「
あ
い
さ
つ
や
読
書
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
す
。
小
・
中
合
同

あ
い
さ
つ
運
動
、
読
書
会
と
連
携
し
た

読
書
活
動
の
推
進
、
餅
米
作
り
活
動
、

昔
の
遊
び
活
動
、
塩
干
・
ボ
ン
タ
ン
漬

作
り
な
ど
、
地
域
の
方
々
や
豊
か
な
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
た
体
験
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

阿
久
根
市
大
川
８
０
６
１
番
地

☎
０
９
９
６
（
７
４
）
０
０
０
７

川
小
学
校

大

大
川
の
自
然
豊
か
な
中
、
落
ち
着
い

て
学
習
に
打
ち
込
め
る
環
境
が
整
っ
て

い
ま
す
。

「『
人
前
力
』
発
揮
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
小
規
模
校
の
良
さ
を
生

か
し
て
知
・
徳
・
体
に
わ
た
り
、
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

あ
た
た
か
い
保
護
者
の
皆
さ
ま
や
地

域
の
方
々
と
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

（
大
川
駅
よ
り
徒
歩
３
分
）

阿
久
根
市
大
川
８
２
５
０
番
地

☎
０
９
９
６
（
７
４
）
０
０
０
４

川
中
学
校

大

▲大川小と大川中は、学校の校舎がすぐ近
くにあるということもあり、学習発表会や
運動会など、地域の方々を含め、学校同士
一体となった交流が盛んです

t第２回全国中学校リズムダンスふれあい
コンクールで大活躍した大川中３年生

地域の方々や保護者の協力により行っている
学校田の田植え

11月12日、大川中で行われたシルバーフレン
ド活動。地域の高齢者の方々とグラウンドゴ
ルフ等で交流を深めました

「
小
規
模
特
認
校
制
度
」
は
、
小
規

模
校
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
、
通
学
区
域
外
の
児

童
生
徒
の
入
学
・
転
入
学
を
特
別
に
認

め
る
制
度
で
す
。

■
入
学
条
件

①
市
内
に
保
護
者
・
児
童
生
徒
が
在
住

し
、
平
成
27

年
４
月
１
日
現
在
で
、

小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生
ま
で
で

あ
る
こ
と

②
１
年
以
上
通
年
通
学
が
可
能

③
原
則
保
護
者
が
送
迎
可
能

■
申
込
期
限

原
則
、
１
月
30

日
㈮
ま
で
。
年
度
途

中
の
お
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

（注）
こ
の
制
度
に
よ
り
、
元
の
学
校
の
学

級
数
が
減
少
す
る
場
合
は
、
認
め
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
外
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ
ま
を
自

然
豊
か
な
田
代
や
大
川
で
山
村
留
学
さ

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
５
８

◉
特
認
校
で
学
び
ま
せ
ん
か

◉
田
代
小

・
大
川
小
で
は

山
村
留
学
生
を
募
集
中
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阿久根市と熊本県多良木町とが
災害時相互応援に関する協定を締結

12月１日、阿久根市と熊本県球磨郡多良木町との間で、
「災害時相互応援に関する協定」の調印式が、にぎわい
交流館阿久根駅で行われました。
今回の協定により、双方に大規模な災害が発生したと

きは、迅速・的確に物資および人的支援が行われること
となり、災害の被害軽減、早期復興が図られ、市民の皆
さまの安全安心な生活の確保につながるものと期待され
ます。今後とも、災害に強いまちづくりに向け、さらに
取り組んでまいります。

多良木町と

災害時応援協定

大川・鶴川内小児童がどんぐりを植える
Ｂ＆Ｇ海を守る植樹教育事業を実施

11月21日、Ｂ＆Ｇ財団主催の海を守る植樹教育事業の
一環で、大川小学校と鶴川内小学校の１年生から４年生
の子どもたちが、波留区の南方神社でどんぐりを拾って、
市民会館でどんぐり植えを行い、残ったどんぐりでこま
や人形などを作る工作にも挑戦しました。
今回、子どもたちが植えて育ったどんぐりの苗は、２

年後に植樹する予定です。

Ｂ＆Ｇ海を守る

植樹教育事業

横座トンネルの防災訓練で
交通事故時の連携を確認

11月19日、県道阿久根東郷線の横座トンネル（1,292ｍ）
内で交通事故を想定した防災訓練が行われました。
県や市、警察、消防など７機関の76人が参加し、パト

カーや救急車、消防車が出動して車両の誘導や負傷者の
救出・搬送、事故車への放水などを行いました。
この訓練は、横座トンネルが阿久根、薩摩川内の行政

や警察管轄の接地点となっているため、緊急時の連携や
対応を確認する目的で、毎年実施しています。

横座トンネル

防災訓練

農村環境改善センターで
市内の花き生産者研修会を開催

12月８日、農村環境改善センターで、市内でキク等の
花き栽培を行っている生産者などを対象とした研修会が
開催され、関係者ら約40人が参加しました。
参加者は、県から委託を受けて、農村環境改善セン

ターで生育している多くの新品種のキク類の生育状況を
確認し、県や花市場、花き販売店の担当者と、栽培方法
や販売に伴う市場の状況などについて意見交換を行って
いました。

花き生産者

研修会

調印式で固い握手を交わす西平良将市長（左）
と多良木町の松本照彦町長（右）

横座トンネルの防災訓練で、機敏な動きを見せな
がら救助活動を行う阿久根消防署の職員

波留区の南方神社のどんぐり拾いに参加した大川・
鶴川内小の児童

花き販売店の担当者から新品種のキク類の説
明を受ける市内の花き生産者ら

阿久根市政ニュース
市の取り組みなどについてお知らせします。
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月
29

日
、
出
水
市
で
ツ
ル
１
羽

に
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
（
Ｈ
５
Ｎ
８
亜
型
）
の
感
染
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
で
は
阿

久
根
市
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対

策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
12

月
５
日
に
は
、
出
水
平

野
の
荒
崎
休
遊
地
の
ツ
ル
の
ね
ぐ
ら

の
水
か
ら
本
病
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ

れ
た
た
め
、
改
め
て
養
鶏
場
へ
の
侵

入
防
止
対
策
に
万
全
を
期
す
必
要
が

11

あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
養
鶏
場
に
消
毒
薬
の
提
供

を
行
う
ほ
か
、
家
庭
で
鶏
な
ど
の
鳥
類

を
飼
養
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
消
毒

薬
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、

土
日
祝
日
等
を
除
く
午
前
８
時
30

分
か

ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
に
市
役
所
農
政

課
、
三
笠
支
所
、
大
川
出
張
所
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
た

場
合
は
、
触
ら
ず
に
市
役
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

万
一
、
触
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

う
が
い
・
手
洗
い
を
行
う
と
と
も
に
、

発
熱
な
ど
の
健
康
状
態
に
異
常
が
出
た

場
合
は
、
速
や
か
に
医
療
機
関
で
受
診

し
、
死
亡
し
た
野
鳥
な
ど
と
接
触
し
た

こ
と
を
医
師
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

鳥
類
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
方
に

『
消
毒
薬
』
を
無
料
提
供

▲市役所　農政課の窓口

で
は
、
健
や
か
で
生
き
が
い
の
あ

る
人
生
づ
く
り
の
た
め
、
多
く
の

方
々
が
生
涯
学
習
の
実
践
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら

の
生
涯
学
習
を
通
し
た
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
生
涯
学
習
の
実
践
活
動

の
発
表
の
場
と
し
て
、
第
23

回
阿
久
根

市
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
２
月
７
日
㈯

午
後
１
時
20

分
〜

午
後
４
時
15

分

■
場
　
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

■
参
加
費
　
無
料

■
内
　
容

小
・
中
学
生
の
弁
論
発
表
や
生
涯
学

習
講
座
発
表
、体
験
活
動
な
ど
の
発
表
、

講
演
を
行
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
鹿
児
島
市
維
新
ふ
る
さ

と
館
で
特
別
顧
問
を
さ
れ
て
い
る
福
田

賢
治
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
明
治

維
新
前
後
に
活
躍
し
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち

の
生
き
方
や
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
に
つ

い
て
、
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
阿

久
根
の
魅
力
の
再
発
見
と
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

市

13

市役所からのお知らせ
～Ａｋｕｎｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ～

高病原性
鳥インフルエンザ
侵入防止にご協力を

〈問い合わせ先〉
農政課　農政管理係
☎0996-73-1142 （直通）

第23回
阿久根市
生涯学習フェア開催

〈問い合わせ先〉
生涯学習課 （市民会館）
☎0996-72-1051

s講師　鹿児島市維新ふるさと館
特別顧問　福田賢治　氏

s演題　「明治維新と国づくり
～ふるさとが育てた

リーダーたち～」
sプロフィール
・平成24年６月、「維新
ふるさと館」特別顧問
・平成25年４月～
ＭＢＣラジオ
「賢治先生のふるさと歴史館」
※毎週日曜　午後６時～午後６時30分出演中
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内　　　容 実施日 時　　　　間 会　　場 対　象　者

年金受給者
申告書作成会

２月17日㈫
午前９時～11時30分
午後１時～４時

阿久根市民会館
大 ホ ー ル

公的年金の受給者で、確
定申告が必要な方（営業・
農業・不動産・譲渡・退
職所得のある方を除く）

白 色 確 定
申 告 受 付

２月18日㈬
２月19日㈭

午前９時～11時30分
午後１時～４時
※ただし、19日は午後３時まで

阿久根市民会館
大 ホ ー ル 青色申告および譲渡・ 

株式等の分離所得を除く
白 色 確 定
申 告 受 付

２月20日㈮
午前９時～11時30分
午後１時～４時

脇本地区公民館
集 会 室

◎確定申告をしなければならない方
所得のある方で一定の条件に当てはまる方は、確定申告をしなければなりません。
①個人事業者で納める所得税および復興特別所得税額がある方
②複数の会社などから給与をもらっている方
③給与所得がある人で他の所得の合計が20万円を超える方
④給与収入が2,000万円を超える方　　など

また、このほかに
①風水害などの災害に遭われた方
②多額の医療費を支払われた方
③マイホームを新築(購入)・増改築し、年末において金融機関から借入金残高のある方などは、確定申告をす
ると源泉徴収されている所得税および復興特別所得税が還付されることがあります。

なお、確定申告の作成に関する相談会場に来場の際には、整理・集計を行った収入のわかる資料および経費の領
収書のほか、筆記具、電卓、印鑑を持参してください。

※公的年金等に係る雑所得を有する方で、その年中の公的年金等の収入金額が400万円以下であり、かつ、その年
分の公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である場合は、その年分の所得税について確定申告書
を提出する必要はありません。
しかし、医療費控除による所得税および復興特別所得税の還付を受けるためには申告書を提出する必要があります。
【公的年金等以外の所得金額が20万円以下で所得税および復興特別所得税の確定申告の提出をしない場合であっ
ても、市県民税の申告は必要です】

〈問い合わせ先〉　税務課　課税係（市役所１階　⑨番窓口）
☎ ０９９６－７３－１２０３（直通）

私
た
ち
税
理
士
は
、
確
定
申
告
に

関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
期
間
　
２
月
１
日
㈰
〜

２
月
28

日
㈯

※
た
だ
し
、
土
日
祝
日
を
除
く
。

◇
場
所
　
南
九
州
税
理
士
会
　
出
水

支
部
の
各
会
員
事
務
所

◇
相
談
内
容
　
個
人
の
所
得
税
、
消

費
税
に
関
す
る
相
談

◇
相
談
料

申
告
に
関
す
る
相
談（
30

分
程
度
）

は
無
料
で
す
が
、
具
体
的
に
申
告
書

の
作
成
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
有
料

で
す
。

◇
予
約

事
前
に
、
必
ず
税
理
士
事
務
所
へ

電
話
で
相
談
日
時
の
予
約
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
出
水
市
内
の
税

理
士
も
同
様
に
、
確
定
申
告
無
料
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

・
庵
　
秀
志
　
☎（
７
２
）０
１
１
１

住
所
赤
瀬
川
１
１
２
３
―
３

・
大
田
　
俊
雄
☎（
７
３
）０
４
５
３

住
所
波
留
５
７
４
―
３

・
寺
畑
　
幸
雄
☎（
７
５
）０
６
６
２

住
所
脇
本
１
３
１
２
９

定
申
告
無
料
相
談

の
お
知
ら
せ

確

確定申告相談日程のお知らせ

平成26年分確定申告などの
作成会および申告受付を行います

市役所からのお知らせ

確定申告は

お早めに！
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健

ーー

康

コ ナ

高齢者の

『肺炎球菌予防接種』
お知らせ

『肺炎球菌予防接種』の実施期間は、平成27

年３月31日までです。今年度の対象者の方は、

平成27年４月１日以降は対象となりませんので

ご注意ください。

なお、平成27年度の対象者には、４月中に案

内文を送付予定です。

※予防接種を受けなければならない法律上の義

務はありません。予防接種の副反応や救済制

度を理解され、自らの意思で希望される方が

自己責任で接種を行うものです。

※過去に「23価型肺炎球菌ワクチン」の接種を

受けたことがある方は対象となりません。

※平成26年度対象者には、10月に予診票を配布

しています。接種するには、予診票が必要で

す。予診票を紛失された場合は、再発行しま

すのでご連絡ください。

◆実施場所　各協力医療機関

※通知文の裏面に記載。

◆自己負担　２，５００円

〈問い合わせ先〉
健康増進課　保健予防係

☎０９９６－７３－１２２８（直通）

■平成26年度の対象者

年　齢 生　　　年　　　月　　　日

65　歳 昭和24年４月２日～昭和25年４月１日

70　歳 昭和19年４月２日～昭和20年４月１日

75　歳 昭和14年４月２日～昭和15年４月１日

80　歳 昭和９年４月２日～昭和10年４月１日

85　歳 昭和４年４月２日～昭和５年４月１日

90　歳 大正13年４月２日～大正14年４月１日

95　歳 大正８年４月２日～大正９年４月１日

100 歳 大正３年４月２日～大正４年４月１日

101歳以上 ～大正３年４月１日

肺炎は、日本で死因の上位
に入っています。

また、肺炎球菌による肺
炎は、成人肺炎の１/３～
１/４程度を占めると考え
られていて、特に高齢者等
については重症化が危惧さ
れている状況です。

接種回数
１回

寒い日は、
「脳卒中」
にご用心！
例年、１月は脳卒中で亡くなる方が最も

多くなる月です。冷たい空気にさらされる

と血管が収縮して血圧が高くなり、脳出血

を起こしやすくなります。外出時や、入浴

時の脱衣場・風呂場での保温に気をつけ

て、急な温度変化を避けましょう。ただし、

暖かい環境で過ごすといつの間にか汗をか

き、水分が不足がちになりますので、十分

な水分を摂るように心掛けましょう。

また、日ごろから食塩の取り過ぎや野菜

不足、運動不足に気をつけ、脳卒中の原因

になる高血圧、糖尿病などを予防すること

も大切です。

〈問い合わせ先〉
県庁健康増進課

☎０９９（２８６）２７１７
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s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです 　 ら し の 情 報 く 

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
27
年
２
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉

に
「
農
林
業
の
国
勢
調
査
」
と
言
わ
れ
て
い

る
「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

農
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆
さ
ま
の
と
こ
ろ

に
調
査
員
が
調
査
票
ご
記
入
の
お
願
い
に
訪

市
奨
学
生
の
募
集

市
で
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
学
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
に
、
奨
学
金
の

貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
奨
学
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
学
生
お
よ
び
生
徒
は
、
市
内
に

３
年
以
上
在
住
し
て
い
る
方
の
子
弟
で
す
。

◇
奨
学
金
貸
付
予
定
月
額
と
採
用
予
定
数

・
高
等
学
校
ま
た
は
高
等
専
修
学
校
（
若
干

名
）
月
額
９
千
円
以
内

・
専
門
学
校
ま
た
は
職
業
訓
練
短
大
（
若
干

名
）
月
額
１
万
８
千
円
以
内

・
大
学
（
若
干
名
）
月
額
４
万
円
以
内

◇
募
集
期
間
　
１
月
19
日
㈪
〜
３
月
６
日
㈮

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
教
育
総
務
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
５
７
（
直
通
）

阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ
く
り
公
社

従
業
員
・
作
業
員
募
集
！

◇
募
集
職
種

⑴
市
内
公
園
管
理
作
業
員

▽
業
務
内
容

市
内
公
園
等
の
除
草
・
清
掃
な
ど

▽
勤
務
日
数
　
月
20
日
程
度

▽
募
集
対
象
者

昭
和
20
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
普
通
１
種
運
転
免
許
取
得
者

⑵
道
の
駅
「
阿
久
根
」
従
業
員

▽
業
務
内
容

厨
房
係
・
サ
ー
ビ
ス
係

▽
勤
務
日
数
　
月
25
日
程
度

▽
募
集
対
象
者

昭
和
25
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方

◇
募
集
人
員
　
い
ず
れ
の
職
種
も
若
干
名

◇
雇
用
期
間

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日

◇
応
募
手
続

▽
提
出
書
類
　
履
歴
書
１
通
、申
請
書（
申

請
書
は
、
公
社
で
配
布
し
て
い
ま
す
）

▽
受
付
期
限
　
２
月
６
日
㈮

※
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

（公財）
阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ
く
り
公
社

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
７
５
５

道の駅「阿久根」のスタッフ

問
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
宅
や
会
社
等
に
調

査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
調
査
対
象

一
定
規
模
以
上
の
農
林
業
の
生
産
活
動
を

行
っ
て
い
る
方

◇
調
査
の
方
法

県
が
任
命
す
る
調
査
員
が
対
象
者
を
訪
問

し
、
調
査
票
を
配
布
・
回
収
し
ま
す
。

な
お
、
ご
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統

計
資
料
作
成
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

※
問
い
合
わ
せ
先

企
画
調
整
課
　
統
計
調
査
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
５
（
直
通
）

ミ
ツ
バ
チ
を

飼
育
さ
れ
て
い
る
方
へ

「
養
蜂
振
興
法
」
が
平
成
24

年
６
月
に
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
業
と
し
て
養
蜂
を

さ
れ
て
い
た
方
に
加
え
、
趣
味
な
ど
で
ミ
ツ

バ
チ
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
も
県
へ
飼
育
の

届
出
を
毎
年
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
花
粉
交
配
用
に
使
用
す
る
一
定

の
期
間
だ
け
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
は
除
き
ま

す
。
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
農
政
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
　
農
政
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
４
２
（
直
通
）

植
え
て
は
い
け
な
い「
け
し
」を

ご
存
じ
で
す
か

園
芸
用
の
「
け
し
」
の
仲
間
「
ポ
ピ
ー
」

な
ど
は
、
３
月
下
旬
か
ら
５
月
に
か
け
て
、

色
鮮
や
か
で
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
も
の
が

多
く
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
切
り
花
用
の
植
物

と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、「
け
し
」
の
仲
間
に
は
、
法
律

で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
「
不
正
け

し
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
外
観
の
特
徴
か
ら
園
芸
用

の
「
け
し
」
と
区
別
で
き
ま
す
。
以
前
か
ら
、

出
水
保
健
所
管
内
で
は
、自
生
し
て
い
る「
不

正
け
し
（
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）」
が
多
数
発

見
さ
れ
て
お
り
、
平
成
25
年
度
に
は
出
水
保

健
所
管
内
の
抜
去
本
数
は
１
２
，
６
５
６
本

と
県
内
の
総
抜
去
本
数
の
約
80

％
を
占
め
、

さ
ら
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い
「
け
し
」
の
特
徴
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
似
た
植
物
を
見

か
け
た
と
き
は
、
そ
の
ま
ま
抜
か
ず
に
出
水

保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
「
け
し
」
の
特
徴
（
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）

①
花
は
、
花
び
ら
４
枚
。
色
は
薄
紫
で
、
先

端
は
白
に
近
い

②
開
花
期
の
草
丈
は
50
〜
100
㎝

③
葉
、
茎
、
つ
ぼ
み
な
ど
の
外
観
は
緑
色
で
、

土
壌
が
よ
い
と
よ
く
枝
分
か
れ
し
ま
す

④
葉
、
茎
の
表
面
に
は
ほ
と
ん
ど
毛
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
つ
ぼ
み
の
が
く
片
や
つ
ぼ
み

の
下
の
茎
に
毛
が
多
少
見
ら
れ
ま
す
。

⑤
葉
は
互
い
違
い
に
茎
に
つ
き
、
葉
の
付
け

根
で
茎
を
巻
き
込
む
よ
う
な
形
で
つ
い
て

い
ま
す

⑥
つ
ぼ
み
は
下
を
向
き
、
開
花
時
は
上
を
向

き
ま
す
。
花
が
、
散
っ
て
も
上
を
向
い
た

ま
ま
で
す
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県
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
の
皆
さ
ま
へ

空
き
家
待
ち
順
位
登
録
の
お
知
ら
せ

◇
物
件
　
県
営
寺
山
団
地
ほ
か
７
団
地

◇
申
込
書
の
配
布
・
受
付

２
月
２
日
㈪
〜
２
月
23
日
㈪

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
た
だ
し
、
土
日
祝
日
を
除
く

◇
抽
選
日
時
　
３
月
５
日
㈭
　
午
後
２
時

◇
場
所
　
県
北
薩
地
域
振
興
局

出
水
庁
舎
４
階
　
会
議
室

県営寺山団地

第
３
次
自
衛
官
候
補
生

（
男
子
）
募
集

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
で
は
、
平

成
26
年
度
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
の
第
３

次
募
集
を
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

◇
受
付
締
切
　
２
月
４
日
㈬
ま
で

◇
試
験
期
日
　
２
月
11
日
㈬
、
12
日
㈭
の
指

定
す
る
日

※
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
　
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

薩
摩
川
内
出
張
所

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
２
４
０
１

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度
第
１
学
期

４
月
入
学
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

◇
出
願
締
切
　
３
月
20
日
㈮
ま
で

※
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１

人
権
同
和
問
題
県
民
の
つ
ど
い
」の

ご
案
内
（
参
加
費
無
料
）

「
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い

て
、
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
機
会
を

提
供
し
、
広
く
人
権
思
想
の
普
及
啓
発
を
図

る
た
め
、
平
成
26
年
度
「
人
権
同
和
問
題
県

民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
　
２
月
３
日
㈫
　
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
４
時
10
分

◇
場
所
　
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル

（
第
２
ホ
ー
ル
）

◇
内
容

⑴
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

▽
ゴ
ス
ペ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
「
モ
ゼ
ー
ズ
」

⑵
表
彰
式
・
人
権
作
文
の
朗
読

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局
で
の
国
籍

※
問
い
合
わ
せ
先
　
出
水
保
健
所
　
衛
生
係

☎
０
９
９
６
（
６
２
）
１
６
３
６

（
内
線
２
１
０
）

復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏
れ
に

ご
注
意
！

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
、
復

興
特
別
所
得
税
（
原
則
、
各
年
分
の
所
得
税

額
の
2.1
％
）
を
所
得
税
と
併
せ
て
申
告
・
納

付
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
書
の
作
成
の
際
に
は
、「
復
興

特
別
所
得
税
額
」
欄
の
記
載
漏
れ
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

出
水
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎
０
９
９
６
（
６
２
）
０
２
０
０

まちのイベント紹介
２月16日(月)～

３月６日(金)

老人福祉センターおよび

にぎわい交流館阿久根駅

毎年、老人福祉センターで開催している「阿
久根のひなまつり」を今年は「にぎわい交流
館阿久根駅」でも開催することになりました。
そこで、市では皆さまの多くの作品を募集し
ています。
作品は、布製品や竹細工、貝殻細工、絵画
など、「ひなまつり」に関連したものであれば
何でも構いません。２月６日㈮までに、老人
福祉センターまたは、生きがい対策課までお
届けください。
〈提出・問い合わせ先〉
生きがい対策課
子育て支援センター管理係
☎０９９６－７２－３９３９

「阿久根のひなまつり」
開催＆作品募集！

⑶
講
演

▽
演
題
「
ネ
ッ
ト
・
い
じ
め
・
将
来
〜
不

安
な
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た

ち
を
ど
う
支
え
る
か
〜
」

▽
講
師
　
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

石
川
結
貴 

氏

※
問
い
合
わ
せ
先
　
県
庁
人
権
同
和
対
策
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
７
４

※
申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先

・
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

㈱
南
日
ホ
ー
ム
出
水
支
所

（
県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎
１
階
）

☎
０
９
９
６
（
６
３
）
７
０
５
６

事
務
（
帰
化
、
国
籍
取
得
、
国
籍
離
脱
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
鹿

児
島
地
方
法
務
局
戸
籍
課
で
取
り
扱
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

※
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
法
務
局
　
戸
籍
課

☎
０
９
９
（
２
５
９
）
０
６
６
８
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月の元気者
モン

は、尾崎区の若手ボンタン生産農

家である「尾崎いきいきぼんたん野郎連（以

下、野郎連）」の皆さんです。

野郎連の皆さんは、地域おこしの一助になれば

と毎年、あくねボンタンロードレース大会と同時

開催している「尾崎いきいき祭り」でボンタン狩

りや産地直売を行うなど、地元のイベントに積極

的に参加しています。

尾崎ボンタン振興会・会長の永井野浩さんは

「昔は、尾崎だけで60戸近く生産者がおり、ボン

タンを広めようと躍起だったが、今では６戸に

なった。しかし、体の続く限り続けたい」と話す。

「リニューアルした阿久根駅や食のイベント等

で、数年前と比べると交流人口が増えてきている

と感じます。『尾崎の自然にふれて見たい』と観

光客が、思わず立ち寄りたくなるように、これか

らも一生産者として、がんばっていきたい」と話

す、野郎連代表の盛永宏史さんの姿には、尾崎の

ボンタンへの熱い思いが感じられました。

今
尾崎いきいき
ぼんたん

野
や

郎
ろ う

連
れ ん

の皆さん

sボンタンの木が老木化
し、新しく苗木を植えよう
にも、有害鳥獣であるシカ
による食害（葉を食べる）
を受けることが多く、なか
なか新しい木を育てること
は難しいそうです。

者元気
モン

アクネの

ＦＲＥＳＨ ＳＭＩＬＥ
フレスマ プラス

＋

同じ商品なら他店より安い自信があります。
ぜひ一度ご覧ください。




